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表 3 研修内容が将来を考えるうえで参考となったか 
 平成 29 年度(n=12) 平成 30 年度(n=6) 合計(n=18) 
参考になった 10 名 83.3％ 6 名 100％ 16 名 88.8％
ある程度参考になった 2 名 16.7％ 0 名 0％ 2 名 11.1％
あまり参考にならなかった 0 名 0％ 0 名 0％ 0 名 0％ 
































　　 表 4：研修内容が将来を考えるうえで参考となったと考える理由4  
・病院の見学や助産師の方々の生の声を聞き，将来の自分自身の助産師としての姿を想
像することができた． 
・それぞれの病院の特色，力を入れていることなどが異なっており，あらためて自分が
どのような助産師になってどのように働きたいのかを見つめなおす機会となった． 
・実習でしか病院内を見ることができなかったので，実習では分からないこと，看護師
や助産師の雰囲気も，より深く知ることができた． 
・病院の施設見学や働いている看護師の方のお話を聞いて，病院の特色を知ることがで 
きただけでなく，実際に訪れたことで，私が就職する上で重要視している病院の雰囲
気についても知ることができ，とても有意義だった． 
・盛岡や滝沢が生活圏だと，現地集合のセミナーの場合，自力で現地へ行くより近い病
院を選んでしまいがちでした．今回のキャリアセミナーで，病院それぞれの特色や施
設の雰囲気を肌で感じることができ，他の病院が自分の進路の選択肢が増えました． 
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じ取れない病院の雰囲気を感じとっていった．
さらに，「盛岡や滝沢が生活圏だと，現地集合
のセミナーの場合，自力で現地へ行くより近い
病院を選んでしまいがちでした．今回のキャリ
アセミナーで，病院それぞれの特色や施設の雰
囲気を肌で感じることができ，他の病院が自分
の進路の選択肢に増えました．」というように，
学生一個人では訪問しにくい遠方の施設を視察
することで，自身の視野が広がったという声が
聞かれた．
　平成20年12月文部科学省の中央教育審議会に
おいて「学士課程教育の構築に向けて(答申)」
が出され，「学生が入学時から自らの職業観，
勤労観を培い，社会人として必要な資質能力を
形成していくことができるよう，教育課程内外
にわたり，授業科目の選択等の履修指導，相談，
その他助言，情報提供等を段階に応じて行い，
これにより，学生自ら向上することを大学の教
育活動全体を通じて支援する「職業指導（キャ
リアガイダンス）」を適切に大学の教育活動に
位置付けることが必要である．」ことが提言さ
れた(文部科学省，2009)．本学においても，看
護学部学生・就職委員会とキャリアセンターが
連携し，キャリア教育と就職支援の連携を強化
している．今後は本研修を継続していくと共に，
岩手県の企画であるサマーセミナーや施設ごと
に行われるインターンシップを有効に活用し，
助産学科目履修生が実習以外の場で，岩手の周
産期医療に触れ，助産師としての将来を考える
機会を持てるよう，引き続き支援していきたい．
Ⅵ．今後の課題
　研修の企画・実施を振り返り，アンケート調
査の内容から，研修目的がある程度達成されて
いる感触を得ることができた．本学として初め
て企画した県内の周産期医療施設の視察研修
は，学生が岩手県の周産期医療施設の役割や助
産師の活動の実際を知る上で，有益な機会と
なっていた．その一方で，本研修は一日という
限られた時間の中で3施設を訪問するという過
密スケジュールであった．その為，学生に施設
毎での気づきや学びを整理する時間を十分に確
保出来なかった．さらに，本研修は，助産学科
目の履修が本格的に始まる前の3年次の春季休
業期間に実施したが，訪問時期については検討
の余地がある．
　今後は，年度で1回の単発開催ではなく，サ
マーセミナーやインターシップを有効に活用し
ながら，助産学科目履修生が岩手県内の周産期
医療施設の役割や助産師の活動の実際を知り，
岩手県の周産期医療に貢献する意欲を高められ
るような視察研修を企画していくことが課題で
ある．
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